
第３学年 外国語活動「好きなものを伝えよう ～I like blue.～」 学習指導者 滝井 康隆

主張点
デジタル教材とママーず（保護者による英語学習ボランティア）による発音指

導を併用し，単元を通して少しずつ単語の発音等に慣れ親しめるようにしました。

色やスポーツ，食べ物等の英語での言い方や I like ~.のような表現方法に親しん
前時までの学び できました。前時にはデジタル教材によって，Do you like ~?で好みを尋ねること

を学び，実際に好みを聞いてみたいという気持ちを高めました。

〈課題設定以前〉 「自分の好みを紹介しよう」という目標に向かって１時間目に立てた学習計画

１ 好みを尋ねる に沿って，本時することを確認しました。デジタル教材を使って登場人物の好み

練習をし，学習 を聞き取る活動を通して，友達に好みを聞く活動へとつなぎました。

課題を確認する。

学習課題：友達に好みを聞いてみよう

〈課題解決中〉

２ HRTとママー HRTとママーずとのやり取りを見ることで，YesやNoだけでなく，その後にき

ずのやり取りを ちんと言い直したり，ジェスチャーを使いながらやり取りしたりすると，自分の

見て，よりよい 好みが相手に伝わりやすいことを知りました。

交流の仕方を知

る。

３ 友達の好みを その後，友達の好みを予想してから交流しました。友達がしている表現方法を

予想し，聞き合 取り入れながら，互いに好みを尋ね合う中で，友達と自分の好みの違いに興味を

う。 もち，より多くの友達とやり取りをしようと意欲的に

活動できました。

〈課題解決後〉 本時の学習を振り返り，「友達とたくさんやりとりできた」「発表や活動にとり

４ 本時の学びを くめた」「先生の発音をよく聞けた」の３つができていたかどうかを考えました。

振り返る。 できていたと感じたものには〇を付ける活動を，外国語活動

の時間を通して行うことで，自分が継続してできているもの

に気付くことができるようにしました。

もっとママーずを活用し，HRTとママーずの英語によるやり取りを様々な形で

考察 繰り返し見せていくことで，子供たちの中で発話したいという思いが強くなり，

自然な対話や必要感のある交流ができるのではないか。

登場人物の好みを聞き取れました。今日は，友

達の好みを聞いてみたいです。次の時間に何に

ついて好みを紹介するか考えるために，友達の

好みを知っておきたいと思います。

ママーずみたいに，Yes,I do.と言った後に，I like ~.
と言うと，丁寧で分かりやすいと思ったよ。ジェス

チャーをするのもいいね。

今日は友達とたくさんやり取りができたよ。みんなの好みを聞

くことができてよかったよ。

友達がYes~.の後に，I like ~.と言っていたよ。僕もき
ちんと言うようにしよう。

学習指導案はこちら→ http://www.ed.kagawa-u.ac.jp/~sakasho/open-class.html


